
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. はじめに 

2013年8月1日に設立された技術研究組合 国際

廃炉研究開発機構（IRID：International Research 

Institute for Nuclear Decommissioning）は、「廃

炉技術の基盤強化を視野に、当面の緊急課題である

福島第一原子力発電所の廃炉に向けた技術の研究

開発に全力を尽くす」ことを理念として、以下の研

究開発プロジェクトを展開してきている。 

Ⅰ.使用済燃料プールからの燃料取り出しに係る

研究開発 

Ⅱ.燃料デブリ取り出し準備に係る研究開発 

 ⅰ）除染・線量低減技術 

 ⅱ）環境整備技術 

 ⅲ）内部調査・分析技術 

 ⅳ）燃料デブリ取り出し技術 

Ⅲ.固体廃棄物の処理・処分に係る研究開発 

本稿では、これらの研究開発プロジェクトの中で、

特に１・２号機における原子炉格納容器（ＰＣＶ）

内部詳細調査に関する技術開発について紹介する。

なお、これらの研究開発プロジェクトは、経済産業

省「廃炉・汚染水対策事業費補助金」の一部として

実施されている。 

 

2. 1号機におけるＰＣＶ内部詳細調査 

１号機用として、ガイドリング取付用、計測用（サ

ンプリング含む）の潜水機能付きボート５種類、詳

細目視用小型ボート１種類の合計 6 種類の装置を

開発（図１）し、詳細調査に着手している。調査範

囲は、ＰＣＶ地下階の南側０°から215°および原

子炉本体を支えるペデスタル開口部である（図２）。 

調査結果より、①ペデスタル外周部には広く堆積

物が存在する、②ペデスタル開口部内部には塊状の

堆積物が存在する、③ペデスタル開口部の一部では

コンクリートが無くペデスタル内の鉄筋が露出し

てることが明らかとなった（図３）。 

 

3. ２号機におけるＰＣＶ内部詳細調査 

２号機は、1号機と異なり気中による調査が可能

な環境にあることから、アーム型アクセス・調査装

置を開発した（図４）。また、装置の先端に取り付

ける試験的燃料デブリ回収装置（２種類）の開発も

行っている（図５）。現在、これらの装置は、日本

原子力研究開発機構楢葉遠隔技術開発センターに

て、モックアップ試験等で開発装置の性能を検証す

ると共に、操作員の訓練等を実施している（図６）。

これら一連の開発工程が終了次第、開発装置は福島

第一原子力発電所に運ばれ、調査作業を実施する。 

 

4. 今後の進め方 

開発した調査装置を使ったＰＣＶ内部詳細調査

を確実に実施するために、モックアップ試験・操作

員の訓練等を引続き実施していく。また、得られた

調査結果を分析し、今後の燃料デブリ取り出しへ向

けた検討に反映していく。今後も東京電力ホールデ

ィングス㈱をはじめとした関係各所と緊密な連携

を維持して安全かつ着実な技術開発を行っていく。 

（関  修） 
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図１ 1号機用詳細調査用潜水機能付きボートの概要（一例） 

 

 

図２ 1号機 PCV内部調査範囲 

 

   

(1)ペデスタル開口部(左側基礎部)    (2)ペデスタル開口部内部   (3) ペデスタル開口部(右側基礎部) 

図３ １号機 調査実績例（ペデスタル開口部付近） 

 

ガイドリング

直径25cm×長さ111cm

(1) ROV-A（ガイドリング取付）

縦17.5cm×横20cm×長さ45cm

＜計測器＞γ線量計、中性子検出器

(2) ROV-A2（詳細目視）

ROV調査ルート



 

    

図４ ２号機用アーム型アクセス・調査装置 

 

  
(1)極細線金ブラシ方式回収装置         (2)真空容器方式回収装置 

図５ 試験的燃料デブリ回収装置 

 

図６ モックアップ試験設備外観 
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■アームは、キャリッジ、リンク、テレスコ、ワンドより構成される。 

■全長：約22 m、質量：4.6ton 

■軸数：18軸（キャリッジ4､リンクから先で14軸） 

■主要材料：ステンレス鋼､アルミ 

■搭載可能センサ：γセンサ､レーザスキャナ、中性子センサ､カメラ 

■搭載工具：切断・把持ツール､ウォータージェット切断ツール 

■累積線量：1 MGy 


